


―箏との出会いをお聞かせください。初めて弾いた曲
や、人前で披露した曲を覚えていますか？

LEO(以下、省略)―横浜のインターナショナルスクー
ルの音楽の授業で、小学校4年生の時に初めて出会
いました。アメリカ人の先生なので英語での授業でし
たが、逆に箏という楽器の先入観を持たずに始める
きっかけになりました。
初めて弾いた曲は覚えてはいないのですが、小学校
4、5年生のときに学校の近所の神社でコンサートを
行い、ソロの作品を演奏したときに頂いた拍手が、楽
器を演奏する喜びを知った最初の瞬間でした。

12月 11日開催の名曲サロンシリーズ特別公演にご出
演される、今を時めく箏曲家の LEOさんに、箏との出
会いや魅力、また、これから挑戦したいことなど、メー
ルインタビューを行いました！地元横浜での演奏は久
しぶり、とのこと。今後は三溪園や船、港など横浜らし
いロケーションで演奏してみたい、という夢もあるそう
です。さくらプラザではどのような公演にしてくださる
のでしょうか！？クラシックと箏を繋ぐアーティスト LEO 
の魅力に迫ります！
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※詳細は裏表紙をご覧ください。

LEO 箏 リサイタル
―新たなる箏の世界―  

12/11(土)14:00開演（13:30開場） 
出演：LEO（箏）／高橋 優介（ピアノ）

名曲サロンシリーズ Vol.29 特別公演

LEO
1998 年横浜生まれ。9 歳より箏を始め、カーティス・パターソン、
沢井一恵の両氏に師事。16 歳でくまもと全国邦楽コンクール史上
最年少 最優秀賞・文部科学大臣賞受賞。MBS「情熱大陸」、
テレビ朝日「題名のない音楽会」「徹子の部屋」など多くのメディア
に出演。井上道義、鈴木優人、秋山和慶、読売日本交響楽団、
東京フィルハーモニー交響楽団、京都市交響楽団などと共演。
出光音楽賞、神奈川文化賞未来賞受賞。
現在、東京藝術大学在学中。

休憩なし・約60分　

箏曲家
レオ 

① LEO
～はかなく散りゆく桜のごとく～








